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Trichomonas hominisの無菌培養に於ける

Carbamisin及び Escherichiacoliの影響
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慶応義塾大学医学部寄生虫学教室（主任 松林久吉教授）
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緒言

Tri'chomonas h01勿mお に対して薬物並びに細菌が如何

なる影特を及ぼすかについては，現在までに数多くの実

；験的報告・がなされている。即1う茶、岡 (1938）はエメチン，

ぺ？トレン，ネオネオアーセミン，スチプナール，パンセ

プチン，マーキュロクローム，メチレンプラウ，硫酸マ

グネシウム，昇京，クレゾール石鹸液，ホルマ リン，石

炭酸，大腸菌，アルカリ性糞便菌，葡萄状球菌，溶血性

連鎖状球菌，腸球菌，酵母菌，緑膿菌について，石野

(1947）はカラダイワウの浸出剤について，嶋津（1950)

は各種食塩濃度，並びに大腸菌及び赤痢菌について報告

を仔っている。

之等の研究は何れも細商を混入している培養 ηicho・

m仰仰 を用いて行われたものであり， とのような細菌

の存在が，実験成績の現われ方に大きな影響を与えるも

のであるととは当然想像される所である。

最近 DeCarneri(1956）は無菌の Tn"c，加monas加mz"..

nzsの培養を得て，それを用いて大腸菌の影響を検査し，

叉我々の教室ても森口 (1957)が T.hominz"sの無菌培

義を確立し，それを用いて大腸菌，述鎖状球薗，葡萄状

球菌の影響を研究した。

私は森口の確立した無菌培養の株を用いて，本原虫の

治療薬である Carbamisinの作用効果を検し，叉大腸悶

が本原虫の増殖に及ぼす影響を検討した。

材料及び方法

T. hommz"sはチスティン ・ブイヨン血清培地に無菌

的に継代培主主されてきたものを用いた。 種々の濃度の

Carbamisinが T.hominisの発育に及ぼす影響を検討

KAN OMURA : On the effect of carbarsone and 

Eschen"chia coli upon the bacteria-free cultivation 

of Tric加monashominz"s. (Department of Parasito・

,Jogy, School of Medicine. Keio University, Tokyo) 

するため培地に Carbamisinを percc 1.0mg, 0.4mg, 

0.2mg, 及び O.lmg含有する 4段階に就いて比較し

た。各試験管に同数の虫体を接種し，上記各濃度になる

ように Carbamisinを加え，24時間どとに各試験管内を

充分に撹持して，Thoma氏血球計知板にて虫体を算定

した。虫体の算定に際し，各町・間ごとに3木の試験管て、，

それぞれ2回宛計算しその平均値を以て虫体数とした。

撹持により培地の性状は変化し，その後の虫体の増殖が

強い影響を蒙るととが考えられるのて，一度撹枠した培

地は破棄し，各時間ごとに常に新しい培地のもので計算

した。 Carbamisinは加熱滅菌が不可能なので， per cc 

ストレプトマイシン（S.M. ) 2 mg，ペニシリン（Pc)

2000u.を加えた。

大腸菌は Kauffmannの標準株 01から 02sまでの

均株て，半流動深天培地に保存されたものを使用に際し，

普通寒天培地に24時間培養したものを用いた。各試験管

に同数の虫体を接種し大腸菌を一白金耳宛加え24時間ご

とに観察した。虫体のyi（定方法は Carbamisinの場合と

同様てある。木実験に使用した接種虫体は継代培地中に

合まれている S.M.及び Pcの影響を考慮し，2代に

亘り特にそれらを加えないで継代培養した虫休を用い

た。

一方ては対照の意味て無菌培地に細菌を加え同時にそ

の細菌の発育を抑制するに足るだけのs.1¥I.を加えた
場合，s.1¥I. を加えない場合に比して 工加mini'sの
活育に如何なる差異があるかを観察した。虫悼の算定法

及び使用虫体は大腸菌の場合と同.j~~である。

実験成績

I. Carbamisinの無菌 T.homin伐に対する作用

実験1ては Carbamisinの濃度を percc 1.0mg, 0.2 

mg，及び 0.1mg，とし，接種虫捧数は percc 17.5万

( 0.5cc）宛とした〈第1表〉。実験2ては Carbami-

sinの濃度は percc 1.0mg, 0.4mg，及び 0.2mgとし

( 30 ) 
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第 1表 Carbamisinの T.hominzsの生存増殖に及ぼす影響（その 1)

ιぷぷ？ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

1.0mg/cc 3.5 1.8 。 。 。 。 。 。 。 。
0.2mg/cc 7.5 12.1 19.8 11.0 10.7 19.3 11.5 8.5 3.2 3.5 

0.lmg/cc 12.7 18.0 16.3 10.7 11.7 7.5 7.2 3.2 0.3 。
対 照 12.8 20.8 17.7 19.0 23.0 13.5 10.3 3.3 0.5 1.0 

第 2表 Carbamisinの T.homi'n必の生存増殖に及ぼす影響 （その 2)

ιιJ 1 2 3 4 

l.Omg/cc 1.3 0.3 。 。
0.4mg/cc 6.2 7.6 1.5 0.3 

0.2mg/cc 9.8 17.7 8.0 8.3 

対 照 20.7 41.3 28.0 27.5 

接種虫体数は percc 43.5万（ 0.5cc）宛とした〈第2

表〉。実験 1,2，に於げる対照にはそれぞれ Carba-

misinを加えないものを以てした。之等の表の数値は

per ccの虫体数を万の単位をもって示したものである。

1.0mg/cc IW!Jl,000倍阜では， T.加minisの増殖は完

全に阻止せられ，わずかに残った虫体も 8口「！？こは消失

した。 0.4mg/cc即！）2,500倍尽にても発育は阻止せら

れ，残った虫体も漸次消失した。 0.2mg/cc即：； 5,000 

倍量及び0.1mg/cc即！＞ 10,000倍昆てはわずかに附殖

するも対照に比して，その増殖は少し発育を阻止され

る。

乙の基準てゆくと， Carbamisinは 1.0mg/ccて完全

に殺虫的に作用し， 0.4mg/ccて、は発育阻止作用を示し，

(). 2mg/cc, 0. lmg/ccてはわずかながらも虫体の増殖が

認められた。

Il .大腸！'illKauffmann股準株の無菌 T.harm泌に

及ぼす影智

Kauffmann標準株 01 l り 02s までの25~朱を培地に

添加し， M時間どとに T.homi'nisの地殖の状態を観察

した。実験は大腸南添加の都合上，之を 5[iiにわけて行

い，接種虫体は 01～Osまでは15.5万， Os～010までは

17万， On～01sまでは12.5万， 016～020までは 9万，

021～02sまでは 17.5万てその接碕立は何れでも 0.5cc,

てある。成績はお，~3去に示しであるが表中の数宇は虫体

数の増加率を示したものである。即ち培地内虫体の総数

を求め，之を移殖虫体数て除した数値をもって示した。

( 31 ) 

5 6 7 8 9 10 

。 。 。 。 。 。
0.2 。 0.3 。 0.2 。
6.0 1.3 0.3 0.7 0.2 0.3 

16.1 16.3 11.2 6.0 3.2 2.3 

従って第3表に於て1以上の数値を示したものは，移植

後その時間までに多少とも増殖したととを芯味ずるもの

である。

第3表て見るに大腸菌の Kauffmann標準株 01～02s
までを夫人’添加した場合，T.加minisは移植後2日まで

は添加した細菌株の半数叉はそれ以上の例において多少

とも増殖を示した。

8日後においてなおこの数値が1以上を示しているも

のは Os,Os, 011, 01s, 01s, 01sの6株であり， 5日後

まて、なお虫体が生残ったのは Os,01s, 01s及び 01sの

4株を添加したものであった。

以上の実験結果を正確に判断するためには，対照；If！験

として細菌を加えて，その増殖をs.]¥I. て抑えた培地
内て T.ham仇isがどのような増殖態皮を示すか守知る

必要がらる。そのためには予め，この培地内て大腸凶の

増殖を阻止し得る S.M.の最低濃度を明にしておかね

ばならない。との実験結果は第4去に示した。即！） 0, 

ては 50γ，01sては 250γ，016ては 250γ，01sて、は 250

γ，にていfれも一様に潤濁を示し， 制問の発育を阻止

するととが出来なかった。以上の実験により percc 500 

γ， て畑区［の兎育を抑制し得る事を知ったので，次にf1i]

lieを細1~1 と共に培地に添加し， 虫体の発育状況を2」~！1＇問

ごとに観察し，その結果を白（~5去に示した。木実験に於

ては，実験3Ci113表〉に於て第5日日まで原虫を生存

せしめた，Os,01s, 01s, 01sについて行った。表に見ら

れるように4株とも第3表に示された数字に比較して迩
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第 3表 Kauffmann標準株の T.hom1ni'sの

生存増殖に及ぼす影響
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第 4表培地内にて E.coltの発育を阻止

ずる S.M.の量

：；；よ
500γJee 
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表中 ＋は調濁を示す。

に大きい数値を示した。 即！） 2日後には移植虫体数に比

して数倍乃至十数倍の虫体数に達した。叉 6日後におい

てもなお移植虫体数より多く ，7日後においても 8株に

おいて生存虫体が見られた。これはffil'S3表に示された結

果とは著しい相違てある。かくして細菌の増殖を抑える

〔寄生虫学雑誌、 ・第 7悲 ・第 2号

第 5表 E. colz'の発育を阻止し得る S.M.を添

加した場合の T.homznisの生存増殖

に及ぼす影響

＼＼ 日数

~ 1 2 3 4 5 6 7 
株＼

5 9.2 16.5 9.9 5.5 4.4 1.8 

15 5.1 18.7 8.8 2.6 3.3 1.1 0.4 

16 11.0 11.6 6.6 4.0 2.6 1.5 1.1 

18 7.7 12.8 6.2 4.4 3.7 3.3 0.7 

ことによって原虫は長く生存するととが明らかになっ

マー．
八ー。

考按

Triehomonas感染に対する Carbamisin治療につい

て数多くの報告があるが，z'n vitroの実験的研究は比較

的少い。

Rakoff (1939）は aeetarsone,earbarsone, aldarsone, 

の8者の T.vaginalz'sに対する力佃の比較を行っている

が，Loffierの乾燥血清培地て培養した T.vagznaltsて

earbarsoneは75mg%て、増殖を止めると云う。

赤痢アメーパ？と対する Carbamisinの znvz'troの成績

は我閣でも報告があり，中村（1950）はあるアメーバ株

には 500倍溶液を48時間作用させても尚生存しているも

のがあると云い，嶋津（1950）は5,000倍溶液では死滅

したと云っている。これらの成績は何れも細菌を伴って

いる培養虫体についてのもので，無菌培地ての成績でな

いため，ある程度細菌の影響があると思われ私の成績よ

り多量の Carbamisinを使用している。

T. vagznalz.訟で無菌培地，叉は無菌培養虫体に作用せ

しめた報告は，真柄他 （1953), 篠塚 (1954), 室岡他

(1954), 上野 (1956), などがあるが，真柄 (1953)

は 2.5～ 5.0mg/ee，にて殺虫，篠塚 (1954), 室岡他

(1954）等は30mg/ee, により運動性が障害され，次い

で運動停止を来し，上野（1956）は 1.0mg/eeて完全殺

虫， 0.lmg/eeて発育阻止作用， それ以上ては差はあれ

ど増殖すると述べている。

私の実験成績では，1.0mg/eeて完全に殺虫，0.4mg/

ee.ては発育阻止作用を示し， 0. 2mg/ee, 0. lmg/ee.て

はわずかながらも虫体の増殖が認められ，上野 (1956)

の成績とほ三一致した。

T.加minおに大腸菌を添加した実験ては，森岡（1938)

は田辺培地に於ては各株に於て殆んど同様の増殖度を示

したと云い，嶋津 (1950）は遠沈処理の T.加minis浮

( 32 ) 
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説液を滴下した場合生存状態は不良てあり，遠沈処理を

加えないものでは良好であったと述べているが大腸菌が

大量に存在する mediumが特に悪影響を与えると云う

決定的な所見は得られなかったと述べている。

Balamuth培地に於ては，DeCarneri(1956）は：Esc-

henとhiacolt" 120の1株を使用して4ヵ月虫体は生存し，

良好なる増殖を示したと述べており，森口（1957)も大

腸菌は一般に T.h01勿znisの増殖を支持すると述べてい

る。

叉，DeCarneri(1956）は馬血清斜面培地て，無菌の

T. homzn必を移殖しそれに Escherichiacoli 120を加え

て培養するととにより虫体は 136日間生存したと云い，

森口 (1957)もこれを追試し30日間生存した株のある事

を認めている。

以上は何れも細菌を必要とする培地を用いた実験であ

るが，無菌培地に於ける成績では， DeCarneri (1955) 

が C.P.L.M.培地て細菌を共棲せしめたT.ho例zni'sの

培長は48時間て虫俸は全く消滅し，森口 (1957)もチス

ティン ・ブイヨン血清培地に大腸簡を添加し，わずかに

増殖虫体を認めたが48時間ては全く虫体を認めないと報

告している。

私の場合ても，わずかに増殖を示す株もあるが，大部

牙の株に於ては増殖を示さなかったが，最高5日間生存

した。

これに対して添加の Escherichiacolt'の発育を抑制し

得るS.M.を加えた場合には明らかな増殖を示し，7

日自に到るもなほ生存せる虫体を認めた。

今回の実験により無菌培地に於て虫体に作用するCar-

b'amisinの量は細菌を含む培地のそれに比してはるかに

少量で作用し，薬剤そのものが直接に虫体自身に作用す

ると考えられる。

無菌培地に於て，Eschen訪iacolzを加えるとそれを加

えない培地に比較して，T.加例ini'sの増殖に悪い影響を

及ぼすととが明らかになった。

森口 (1957)は48時間にて虫体が全く認められないと

報告しているが，私の使用した虫体は，それより約90代

も継代培養を経ているので虫体が，培地に馴れたため

か，森口の場合よりもかなり長く生存した。

絃に注意すべきととは，従来の培地ては T.homini's 

の培養には細菌が同時に増殖するととが T.homin必の

増殖には絶対必要なととであり，との様な培地を用いて

行われた過去の多くの実験ては，大腸菌は確かに木原虫

の増殖を促進するものであるととが知られていた。然る

( 33 ) 
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に無菌にて T.hominお を増殖せしめ得る培地が出来て

見ると，その中に大腸菌を増殖せしめれば却って，それ

が T.homz加 の増殖を阻止すると云う結果になった。

と〉に一つの矛盾があるように見えるが，実際にはこの

ととは一つの新しい事実を示すもののように思われる。

即：；細菌を必要とする従来の培地て，大腸菌が有効であ

ったととは，その増殖によって培地の諸条件を T.ho・

minisの増殖に有利なように変えるととにあったのであ

ろう。細菌を必要としない培地内ては，大腸菌の増殖に

よって不利な条件が醸成されると考える可きであり，と

のζ とは唯培地成牙の相迫・によって生ずる差異と考える

可きであろう。とのように考えると細菌の菌体そのもの

はとの場合 η；・zchomonasにとって特に大きな利用価値

はないものと思われる。

結論

T. ho例zni'sの無菌培養に於ける Carbamisin及び

Escherichia coliの影響を検討した。

1) 無菌培地に於ては， Carbamisinは1.0mg/ccて完

全に殺虫，0.4mg/cc，ては発育阻止，0.2mg/cc0.lmg 

ccてはわずかながらではあるが，増殖をゆるした。

2) T.加m仰・sを無菌的に培養し得る培地に Esche-

richia coliを添加した場合は， その添加菌株によっては

培養2日目までは T.hm勿zni'sは多少の増殖を示すが8

日後には虫体数は激減し，5日後まで生存したのは4株

にすぎなかった。

3) Escherichia colz添加培地に，その細菌の発育を抑

制し得る量のS.M.を加えた培地に於ては，S.M. 

を加えない場合に比して著明な虫体の発育増殖を示し

た。

稿を終るに臨み， 終始御懇切な御指導並びに御校聞を

賜わった， 松林教授並びに浅見助教授に厚 〈御礼申し上

げます。
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Summary 

Moriguchi (1957) has established a bacteria-free 

cultivation of Trichomonas homznis in the cystein-

bouillon-serum medium. The present study was 

carried out with this strain of trichomonad. Car-

( 34 ) 

〔寄生虫学雑誌・第 7巻・第 2号

barsone was added into this medium in several 

different concentration ranging from 0.1 mg/cc to 

1.0 mg/cc. The growth of the trichomonad was 

almost arrested in the concentration above 0.4 

mg/cc and only a poor growth was observed in the 

0.2 mg/cc and 0.1 mg/cc concentration of theむug.

Carbarsone seems to have a direct e旺ectupon the 

orgamsms. 

Kau旺mann’sstandard strains of Escherichia coli 

which were numbered from 01 to 02s were added 

to the medim. Trichomonads when accompanied 

with these strains either showed only a poor growth 

or did not grow at all. Each strain of Escherich沼

colt" seemed加 havesomewhat different effect upon 

the trichomonad. Anyhow, the growth of tri-

chomonad was always hindered by the addition of 

bacteria as compared with the bacteria-free cultiva-

tion of the organism. The bad effect of bacterial 

growth upon the trichomonad was clearly demon-

strated when streptomycin was added to the me-

dium to check the growth of bacteria. In these 

media, trichomonad grew quite as well as in the 

bacteriafree medium. 

It is noteworthy that Escherichia colz" support the 

growth of trichomonad when added into older type 

of medium in which trichomonad cannot grow 

without bacteria while the same bacteria hindered 

the growth of trichomonad when they are added 

into newer type of medium in which trichomonad 

can grow without bacteria. 




